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札幌市の非科学的な水道水必要量予測
一札幌市民は当別ダムを必要 としない一
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鱒
札幌市は、今後水道水需要量が増大 して、2025年 以降には現在の水源保有量では不足するとして、

当別ダム建設に参画 している。総務省は、札幌市の水道水需給予測は水需要の実績 を踏まえていない

という疑いを指摘 した。それに対 して厚生労働省は、札幌市の予測は妥当であると判断 し、その説明

を聞いた総務省 も妥当であるとした。私たちは、札幌市の資料 を用いて札幌市の水道水需給予測の根

拠について検討 した。その結果、人 口将来予測、家庭用水道水および非家庭用水道水の需要が増加す

るとする根拠は、実績 を無視 した ものであ り、非科学的であると考えた。このことについて具体的に

示すとともに、総務省が 自らの指摘事項 を再検証することを要望する。

幽
札 幌 市 水 道 水 予 測 に対 す る

総 務 省 政 策 評 価

札幌市民 は、札幌市が市民の水道水使用量が今

後 も増え続 けて2025年 度以降には水道水が不足

すると予測 していること、そのために当別ダム建

設に参加 して不足分を当別ダムから取水する計画

であることをご存 じでしょうか。また、当別ダム

建設に参画するために札幌市は2008年 度 までに

66億 円(ダ ム事業費21億 円、水道施設事業費45

億円)を 負担して、今後 さらに71億 円(ダ ム事業

費13億 円、水道施設事業費58億 円)負 担予定で

あることもご存 じで しょうか。

総務省では、毎年度、各行政機関が実施 した政

策評価 について、評価の妥当性 に疑問が生 じた場

合、評価の内容に踏み込んだ点検 を行っている。

総務省 はその趣旨に沿って2009年3月 に、札幌市

が2008年 度 に行った再評価 における水需要予測

は水需要の実績を踏まえていないという疑問があ

ることから、札幌市の水道給水量予測を評価対象

として採 り上げた。総務省は、最近10年 間の実績

値 は横ばいであり、今後の水道水給水量予測を実

績 に基づき推計すべきという指摘を行った。2009

年5月 に、総務省は札幌市の説明のうち、実績に

基づけば水道水使用量が増加するという札幌市の

推計は誤っているとした。しかし、札幌市の 「一

世帯当た りの人数の減少によって一人当たりの水

道水使用量が増加することなど」の説明を納得 し

て、札幌市の推計を妥当 とした。

私たちは、以下に札幌市の推計の誤 りを示 し、

総務省 に対 して改めて札幌市の推計の妥当性の再

点検 を要求 していきたい。

騒 札幌市の最大給水能力と当別ダム
札 幌市 は、札幌市 の現在 の保有最大給水能力 は

828,000m3/日 で あるが、水道水使用量 は今後 も増

え続 けて2025年 には この保有給水能力 に達 して、

2035年 に は872,000m3/日 必 要 とな り、そ の 差

44,000m3/日 不足す るので、 当別 ダムか らの取水

が必 要 とな り、 当別 ダム建 設 に参画 する と述べて

い る。実 は、札幌市 にはこれ以外 に147,000m3/日

の水利 権 が あったが、 それ を以 下 の よう に して

失 った。

札 幌市 の水源 の大部分 は豊平峡 ダム と定 山渓ダ

ム にあ る。 この うち豊平川上 流にある豊平峡ダム

か らの水 は、定 山渓温泉周辺で温泉水(水 道局の

説明では自然湧水)を 含む ようになる。温泉水 に

は人体 に有害 な ヒ素やホ ウ素が含 まれているが、

豊平 峡ダムか ら流下 した水 で薄 め られ、 さ らに下

流で合流 する定 山渓ダムの水 に よって薄 まって、

今 まで一度 も水道水問題 が起 きた ことが ない。 し
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か し、札幌市 は有害 なヒ素等 を取 り除 くとして、

図1の ような導水バイバス システムを計画 してい

る。1)豊 平峡 ダムか らの水 は既設管路(北 電定

山渓発電所導水路)を 通 り定山渓温泉 の下流 につ

なげる、2)定 山渓温泉のす ぐ下流 に自然湧水 を

含む河川水 を堰止 める取水堰(図1の ①)を 設置

し、3)堰 か ら10kmに 及ぶ導水渠(②:地 下お

よび水管橋等)を 白川浄水場下流 まで設置 し、4)

白川浄水場下流 で豊平川 に放流(図1の ③)さ せ

るバイパスルー トを建設す る事業(「豊平川水道水

源水質保 全事業」)である。図 は通常時 となってい

るが、定山渓 ダムお よび白井川で事故 があった時

には、通常のルー トを遮断 してバイパスルー トの

導水渠(②)を 用いて豊平峡 ダムの水 を白川浄水

場 に流下 させ ることになる。今 まで一度 も事故が

なか ったの に、事故 を想定 してまで、 このバ イパ

ス事業 を正当化 させ ようとい う意図が見 える。私

たちは この事業の理屈 が誤 っている とは考 えてい

ないが、 それ まで して税金 を使 って行 う事業 なの

か疑問 を もってい る。

定 山渓温泉の ヒ素 を含 む河川水 を白川浄水場下

流 に放 流 す る この事業 は総事 業費187億 円で、

2012年 度 に本工事着手 で実施 しよ うとしてい る。

この事業が認 め られ るためには、効果/事 業費(B/

C)が1.0超 えなけれ ばな らない。そのた め札幌市

は、 この事業 を行わ なければ札幌市民 はペ ッ トボ

トルの水 を飲 まなけれ ばな らないが、事業後 は購

入す る必要が な くなる ととして、市民負担減少分

を効果 として積算 して、B/Cが6も ある として、

事業 を正 当化 している。

白川浄水場下流への放流 は、水道水 としての水

を放棄 した ことにな り、そのた め147,000m3/日

の水利権 を使 った。 この事 業 を行 わなかった ら、

札幌市の水道予測 に基づいて も当別 ダムか らの取

水(44,000m3/日)は 必要がなかった ことになる。

私たちは、第一弾 として豊平川水道水源水質保全

事業により札幌市の水利権 を減 らして、第二弾 と

して過大な水道水予測によって当別ダム建設の必

要性 を作 り出したのではないかという疑念をもっ

ている。

羅 札幌市の水道水需給予測
札 幌市 が総務省 に示 した水道水 の最大給水量の

2006年 以降 の予測 を1990年 以 降の実績 とともに

図2に 示 した。実績 最大給水量 は、2001年 の59.2

万m3/日 か ら2006年 の66.7万m3/日 の問 を推移

していて、1990年 か ら2008年 の問で増加傾 向 は

見 られない。 また、平均給水量 もほとん ど変化 な

く推移 してい る。一方札幌市の2006年 以 降の予測

値 は一貫 して増加 し、15年 後 の2025年 には現在

の保有水量82.8万m3/日 とな り、2035年 の最大

給水量 は87.2m3/日 とな ると予測 してい る。図の

傾 向を見 る限 り、札幌市 の予測 は過大であ る。総
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務省 も、「直近10年 間の実績値はほぼ横ばいであ

り、増加幅が大 きく減少 している近年の実績値の

動向を踏 まえて推計を行 うべき」 と指摘 した。

なぜ、札幌市は過大にみえる予測を行ったのか、

また総務省 は札幌市の説明を納得したのか。

盟
札 幌 市 の 水 道 水 増 加 予 測 の 根 拠 と

そ の 問 題 点

4.1人 口予測

図3に 、札幌市 と国立社会保 障 ・人 口問題研究

所 の人 口予 測 を示 した。人 口 問題 研 究 所 は、

2010～2015年 にか けて191～192万 人 の ピー クを

示す としてい るのに対 して、札 幌市 は2020年 頃 に

196.2万 人 の ピーク とな る、 すなわち多め に予測

してい る。 どち らの予測が よ り正確 なのか どうか

は、 ここ2～3年 で明 らか にな る。

4.2市 民一人当たりの水道水給水と使用量

図4に 市民一人当た りの給水量 と使用量の実績

と予測 を示 した。上段のグラフは最大給水量、中

段のグラフは平均給水量、下段のグラフは平均使

用水量の実績 と予測を示している。いずれのグラ

フも、実績は右下が りの減少傾向なのに、予測は

いずれも右上が りの増加傾向になっている。

2020年 頃 までの人口増 と市民一人当た りの使

用量が増加することが、水道水給水量増加予測の

根拠 となっている。

4.3市 民一人当たりの家庭用水と非家庭用水の

使用量の実績と予測

札幌市が給水 している水道水は、一般家庭用水

と企業その他の家庭用以外(非 家庭用水)に 分け
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られる。図5の 上段のグラフは図4の 下段のグラ

フと同じである。中段のグラフは家庭用水、下段

のグラフは非家庭用水の実績 と予測である。一人

当た りの家庭用水の使用量はほぼ横ぼいなのに対
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図4札 幌市の水道の一人当たり給水量 および使用

水量の実績 と予測(平 成20年 度札幌市水道事

業年報ほかから作成)
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して予測 で は204リ ッ トル/日 ・人 か ら227ま で

23リ ッ トル増 える と予測 している。非家庭用使用

量 の実績 は明瞭に減少傾向 なの に対 して予測 では

53リ ッ トル も増加 してい る。予測で は2006年 か

ら2035年 の問 に265か ら341リ ッ トル、すなわ ち

76リ ッ トルの増加 で、その うち53リ ッ トル は非

家庭用水の増加 に よる と予測 してい る。

4.4札 幌市が考えた家庭用水道使用量増加

要因とその批判

札幌市は、図2で 示されるように水道水給水量

の実績から将来 を予測するのは適当でないと述べ

て、水道水使用量の増加要因 と減少要因に分けて

検討するのが適:当としている。札幌市は、世帯当

た りの人数が減少するに従い一人当た りの使用量

が増加するとして、これを家庭用水道水の増加要

因 とした。すなわち、札幌市は、独自の実態調査

に基づき、1人 当たりの使用量は、世帯当たりの

人数が4人 の場合 は約190リ ットル/日、2人の場

合は約225リ ットル/日、1人 の場合は約250リ ッ

トル/日であるとした。一方減少要因 としては洗濯

機などの節水型が普及することをあげている。札

幌市は、節水型機器の普及は頭打ちになるとして、

全体 として一人当た り使用量は世帯当た りの人数

が減少するに従い増加すると予測して図5の 中段

のグラフで示されるような増加予測を行 った。

図6は 、一人当た りの家庭用水使用量 と世帯当

たりの人数の推移を示したものである。この図は、

世帯あた りの人数が2.55か ら2.21人 に減少して

いるのに、一一人当た りの水道水使用量は横 ぼいと

なっていて、札幌市が予測 したことと異なってい

る。札幌市の予測モデルに、図6の 世帯人数を代
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入す る と、世帯人数が2.55か ら2.21人 に推移す

る と、一人 当た りの使用量 は216リ ッ トル/日 か ら

223リ ッ トル/日 に増加 す ることになるが、図6で

は200～205リ ッ トル/日 で あ り、札幌市 は実績 よ

り10～20リ ッ トル/日 多 い予測 を行 った ことにな

る。 したがって、札幌市の家庭 用水 の使用量 の予

測 は正 しい とはいえず、過大予測 であ る。

4.5札 幌市が考えた非家庭用水道使用量の

予測とその批判

札幌市 は、非家庭用水(都 市活動用水)に つ い

ては経済活動 を包括 した 「市内総生産」 と非家庭

用水使 用量 の間には相関が あるので、市 内総生産

を用いて推計 を行 っている と述 べてい るので、札

幌市か ら市 内総生産 の資料 を得て検討 した。非家

庭用水(m3/日)をY、 市 内総生産(百 万 円)をX

とす る と、 回帰 として もっ とも単 純 な一 次 函数

(Y=AX十B)を 考 えてみる。

図5に は、2035年 の一人当た り一 日当た りの非

家庭 用 水道 水使 用 量 は114リ ッ トル となって い

る。 この ときの給水人 口は図3に よれぼ約190万

人 なので、この二 つを乗 じて、2035年 の非家庭用

水道水使 用量 は、216,600m3/日 となる。

非家庭 用水 は予測 開始年 の2006年 か ら2035年

まで直線的 に増加 している(図5の 下段 のグラフ)

ので、2006年 以 降の非家庭用水の予測値 を求 める

ことがで きる。

表1に 、札 幌市提供 の非家庭用水 と市内総生産

の推移 を示 し、図7に グラフ として示 した。非家

庭用水 は1990年 が ピーク、市 内総生産 は1996年

が ピー クで、 これ以 降には減少傾向 にある。1997

年以降 の市内総生産 と非家庭用水 との関係 を検討

して(図8)、 一次の関係 を求 めた。 この関係式 を

用 いて、札幌市が予測 した非家庭用水か ら2035年

までの市 内総生産の予測値 を求 めて、図9に 示 し

た。 このよ うにして札 幌市 の市 内総生産の予測 を

み ると、2035年 まで札 幌市 の総生産 は単調 に増加

して、2035年 には2006年 の119%に なる と予測 し

た ことになる。

非家庭用水 を市内総生産 か ら推定す るのは多 く

の問題点が ある。札幌市 は市 内総生産 と非家庭 用

水 との間には よい相関があ るので、 それを用 いて

予測 した と述べ てい る。 しか し、 どの年代の相関

を用いたかは説明 していない。 そ こで、最近 に相

関が見 られ る1997～2004年 の間 の値 を用 いて計

算す ると、比較的 よい相関が見 られた(図8)が 、

この期 間は市 内総生産が減少傾 向にある。一方図

8の 予測 で は市 内総 生産 が増 加傾 向 を示 して い

る。減少傾 向の時 の相関(図8)を 増加傾 向に当



表1札 幌市水道の非家庭用水使用量と

市内総生産額との推移

非家庭用使用量

(m3/日)

市内総生産
(百万円)

1975 105,235 1,727,091

1976 101474, 1,978,481

1977 97,411 2241622
,,

1978 103,782 2559849,,

1979 107,603 2,875,767

1980 110,792 3,147,488

1981 112213, 3,376,914

1982 113,103 3,527,771

1983 114,086 3,660,003

1984 118039, 3,832,215

1985 117,667 4,055,367

1986 118,081 4,237,480

1987 117,030 4,510,260

1988 118,595 4872772
,,

1989 123955, 5,271,751

1990 131047, 5,999,473

1991 130175, 6,300,232

1992 126,741 6,546,714

1993 124701, 6,675,957

1994 129,333 6,817,396

1995 123139
, 6,967,036

1996 124,602 7,169,639

1997 126,242 7,106,555

1998 122490, 7,100,952

1999 121512, 7,057,993

2000 121612, 7,096,211

2001 119587, 7,055,199

2002 119,287 6,985,695

2003 117,746 6,980,917

2004 116,598 6,978,761
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図7札 幌市の市内総生産額(10億 円)と 非家庭用水
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非家庭用水使用料は実際の値を50倍 している

ことに注意。
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関係(1997～2004年)
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図9札 幌市の市内総生産額の予測

て はめ ることが妥 当か どうか疑 問が残 る。 あ らた

めて、札幌市 は非家庭用水 と市内総生産 の相関 を

どの よ うに求 めた のか示 すべ きで あ る。図7で

1980年 代 には、市 内総生産 と非家庭用水 は ともに

増加 しているが、 この ときの両者 の関係 は図8で

示 され るもの とは全 く異な るものであ り、 この関

係 か ら市 内総生産 を予測 す ると図9と は異 なる予

測値 になる。

図5で は2000年 代 は市 内総 生産 が一貫 して減

少傾 向にあるの に、予測 を始 めた2006年 か ら一貫

して増加傾向で あると予測 している。 なぜ この よ

うな予測になるのか、疑問である。今後 は日本 も

北海道も人口が減少 していくことを考慮すると、

今後市内総生産が順調 に伸びるという考 えには疑

問が もたれる。札幌市は今後なぜ市内総生産が増

加傾向になるのか説明責任を果たす必要がある。

謹
水道水過大需給予測 を

看過すべきでない

5.1総 務省と厚生労働省の責任が問われる

過大な公共事業支出が問われている現在、総務
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省は公共事業の需要予測に関して厳 しい見方を示

している。例 えぼ2010年5月25日 に総務省から

出された 「公共事業の需要予測等 に関する調査

勧告 に対す る改善措置状況(2回 目の フォロー

アップ)」には、「公共事業の需要予測等の信頼性

及び透明性 を向上 させるため、需要予測等の実施

方法や用いた数値等に関する情報について、国民

に分か りやすい形で公開することや必要に応 じて

需要予測等の検証が可能 となるような形で公開す

ることが図られるよう、適切な公開方法を検討す

ること」を示したことに対 して、厚生労働省は「勧

告の趣旨を踏 まえ、……公共事業の需要予測等に

用いた数値の根拠や算出過程の明確化、適時な需

要予測等の見直し及びその結果の事業への反映、

需要予測値 と実績値がかい離 している場合の原因

分析等が求められており、需要予測等の精度の向

上を図るよう、通知する」 としている。このよう

に、水道水についても予測は根拠や算出過程の明

確化、……需要予測値 と実績値が乖離している場

合の原因分析などが求められ、厚生労働省はこの

要求に応えるとした見解 を述べている。 しかし、

上述 したように、札幌市 とこれを妥当とした厚生

労働省は、公共事業の需要予測等に用いた数値の

根拠や算出過程の明確化や需要予測値 と実績値が

乖離 している場合の原因分析等を無視 している。

私たちは、2010年9月 に水源連の共同代表であ

る嶋津暉之氏、遠藤保男氏 とともに国会議員の厚

生労働省のヒアリングに同席することができた。

しかし、厚生労働省担当官は札幌市の予測が妥当

であると判断した理由について、最後 まで科学的

な根拠を示すことができず疑念を抱かざるを得な

かった。厚生労働省は総務省の見解 に沿って札幌

市を指導すべきである。さらに、公共事業の需給

予測を厳しく査定すると述べている総務省は、 こ

の考えに反する対応をしている札幌市の見解を認

めていて、指導方針 と実際の対応が乖離していて、

総務省の責任は重い。昨年12月 の札幌市議会で、

札幌市は上述した趣旨で札幌市の水道水需給予測

は過大ではないか と追及 された。 これに対 して札

幌市当局は質問の具体的指摘に対して回答するこ

とな く、「総務省が妥当であるとしたので問題な

い」 と回答した。総務省の対応は札幌市の水道水

予測の錦の御旗になっていて、総務省の責任は極

めて重大である。日本の借金の大 きさは世界一で

あ り、これを招いたのは1990年 以降の莫大な公共

事業による出費である。政府の中で公共事業のム

ダをな くすことを業務の一つとしている総務省に

対する国民の期待は大きい。あらためて総務省の

責任 を明らかにするよう求めたい。
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東 京 都 水 道 の 保 有 水 源 と一 日 最 大 給 水 量 の

推 移

5.2最 近の水道水需給状況

全国的 には、人 口減 と節水技術 の進展 に伴 い、

水道水の需要 は減 少傾 向にある。図10に 東京都 の
一 日最大 給水 量 の推移 を示 した が、東 京都 で は

1990年 頃か らすで に給水量 は減 少傾 向にある。

札幌 の場合 は、図2で 示 されてい るように1990

年以来20年 近 く給水量 は横 ばいで推移 していて、

全 国的な傾 向か ら考 えて も今後増加す る とは考 え

られない。

厚生労働省 の補助 金で旭 川市が工事 を進 めた忠

別 ダムの水道事業 について、総務省 は2006年3月

に人 口推計が過大で ある と指摘 し、厚生労働 省 も

不適切 と認 め旭川市 に再推計 を求 めた。 ダム はす

で に完成 し、2007年 か ら供用開始 されたが、旭川

市の場合 、人 口減少 と就農者の激減 に より、水利

権60,000m3/日 の水 道 水 は不 要 になった。 しか

し、毎 年その使用 しない水道水のため2億 円弱(元

利償 還額約1億7千 万 円に維持費3千 万 円)を 払

い続 けてお り市 の財政 を圧迫 してい る。旭川市 の

1984年 最終計画 による予測 と実績 を見て みる と、

以下の ようであ り、予測 はか な り過大 であった。

1998年 給 水人 口予 測43万 人 に対 して2009年 の

給水人 口は37.8万 人、1998年 一 日最大給水量 の

予 測192,600m3に 対 し て2009年 の 実 績 は

113,309m3、1998年 の一 人一一日最大 給水 量 予測

448リ ッ トル に対 して2009年 の実 績 は343リ ッ

トルで あった。

札幌市 も旭川の轍 を踏 む可能性が高 い。

羅 札幌市の水道水需給予測の問題点
総務省が指摘 して、札 幌市 も認 めた よ うに、実

績値 のみか ら検討す る と、今後札幌市 の水道水使

用量 が増加す る ことを予測で きない。 そ こで、札

幌市 は独 自の調査結果 を持ち出 し、 そ こか ら水道

水 需要量 が多 くな るよ うな結 果 を導 き出 してい

る。 この方法 はシ ミュレー ション(数 値解析)と



呼 ばれ るものの一種で ある。シ ミュレーシ ョンは、

予測 に用い られる方法で あるが、 まずモデル によ

る推計 が現況 と一致す るか どうか を検討 して、良

い一致 が得 られた場合 にはその シ ミュレーシ ョン

を用いて予測 を行 う。 この ようにして予測 を行 っ

て も、予測 に用 いた モデル(札 幌市 の場合、世帯

人数 と一人 当た り水道水使 用量 や、市 内総生産 と

非家庭 用水道水 の関係)が 正 し くなければ予測 も

正確 にな らない。札幌市の場合 は、シミュレーシ ョ

ンの第一歩 であるモ デルの妥当性 についいての検

証 を行 っていないので、 まともに考 えれ ばシ ミュ

レー ション失 格 で あ る。総務 省 に もシ ミュレー

シ ョンの知識 を有す る担当官 はいるはずで ある。

厳 密な検証 を望 む。

麟
総 務 省 に 札 幌 市 の 水 道 水 需 給 予 測

の 再 検 証 を 要 請 す る

このようなシミュレーションに基づ く札幌市の

需給予測を妥当 とした厚生労働省や総務省 は、監

督官庁 としての責任の果た し方に疑問が もたれ

る。改めて予測の検証を行 うべ きであり、私たち

はこのことを、 とくに総務省に要求する。

1.札 幌市の水道水給水実態は、ここ20年 ほど横

ばいか減少傾向にあるのに、今後給水量が増加

するとした札幌市の予測の厳密な再検証 を要求

する。

2.札 幌市の水道水需要量が増大するとしたモデ

ル とそ こか らの推計の妥当性の検証 を要求す

る。家庭用水については、世帯当た りの人数が

減少するにしたがい一・人あた りの使用量が増大

す るモデルを用いているが、実績値 と照 らし合

わせてモデルの妥当性を検証すべきである。非

家庭用水の予測について、札幌市 は市内総生産

との相関から求めていると述べている。非家庭

用水の需要が今後増大するということは、市内

総生産が増加することになるが、その根拠が示

されていないので、 この点についても実績値に

基づいて検証 していただきたい。

3.全 国的には水道水使用量が減少傾向にある。

その中で札幌市が今後25年 以上にわたって水

道水需要が増加してい くとしているのは異常で

ある。 このような視点からも検証 していただき

たい。
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